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研究成果の概要（和文）：上高地の河童橋から横尾までの歩道沿いの地形・地質露頭・河川・

池沼・植生の自然度は，マッピング・地形学的調査・生態学的調査によって，原生自然の状態

がほぼ保たれていることが明らかになった．しかし，防災や利用施設改善のための土木工事に

よって自然状態が脅かされている状況もある．利用状況について，上高地駐車場・ビジターセ

ンター周辺で利用者約300名からの聞き取り調査をおこなった結果，利用者の動態が明らかに

なり，ビジターセンター・明神橋がゾーニングのための境界となることが明らかとなった． 

 
研究成果の概要（英文）：Field researches made clear that landforms, geological sites, 
forest and meadows, and rivers and ponds have been kept fairly conditions in the core 
areas in the Kamikochi National Park. In several spots, however, construction works for 
disaster prevention and/or facilities threatened the natural conditions. Interviews with 
more than 300 tourists, for the proper use of Kamikochi, the Kamikochi Visiter Center 
and the Myojin Bridge are the boundary positions for zoning of Kamikochi utilization. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 上高地は，中部山岳国立公園のな

かでも，もっとも規制が厳しい特別保

護地区であり，地域そのものが特別名

勝・天然記念物でもある．これまでも，

多くの先人たちが人為的自然破壊や環境

改変から上高地を守ってきた実績がある

（小島，1913，松丸，1990）．しかしなが
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ら，防災のためという理由で，国土交

通省や林野庁は，多くの河川工事・砂

防工事を上高地で実施しつつある．近

いうちに梓川は完全に人工河川になる．

国民がこぞって保護しようとしてきた

上高地に対して，国の機関がその自然

を破壊する計画をもっているとは信じ

がたいことである． 

(2) 研究代表者と研究分担者は「上高

地自然史研究会」を組織し，1990年代

のはじめから，地形学・生態学・地図

作成などの多分野の研究者を集め，上

高地の自然の変化や人為的な改変など

をモニターし，自然の変化過程や原因

を研究し，その結果に基づいて上高地

の環境の危機を各方面に訴えてきた

（上高地自然史研究会，1995；岩田，

1997，1999 , 2006；島津，2005)．そ

のなかで，それらの工事について，建

設側の主張する目的や効果を検証し，

このまま土木工事が進んだ場合，上高

地の自然が近い将来，どのように変化

するのかを予測できるようになった．

それを環境保全に役立てるためには土

地利用の見直しが必要で，そのための

地図上での線引き（ゾーニング）が必

要である．  
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２．研究の目的 

自然環境の人工改変が進み危機的な状

況にある国立公園特別保護地区上高地

における環境保全のための提言を，自然

地理学的・生態学的研究に基づいておこ

なう．その上で，施設の利用形態や施設

立地の再検討をおこなう．さらに，共生

型観光モデルの提案と世界遺産登録の是

非について提言を行うことをめざす． 

 
３．研究の方法 

(1) 最近 100 年間の上高地の自然環境変

動の過程・動態を多面的に解析し，GIS

を用いて地図化する．この結果．上高地

と周辺域の山岳自然環境の成り立ちと現

在に至るまでの変遷・変動を詳細に明ら

かにする． 

(2) それに基づき環境変動の将来予測

を行い，いくつかの条件を与えた上で，

将来の環境変化予測を地図化する． 

(3) 上高地と地形が似ているアメリカ

合衆国ヨセミテ国立公園などで情報収集

し，比較研究する． 

(4) 将来にわたって保全すべき対象を

確定し，保全の方法を明らかにした上で．

保全域・防災域などのゾーニング（線引

き）をおこなう． 

 
４．研究成果 

(1) 最近 100 年間の自然環境変動の過

程・動態と環境変動の将来予測 

 ① 礫河床（河原）の動態：さまざまな時

空間スケールで生じる梓川の洪水・氾濫現

象について，100年～10年スケールの氾濫

史，河道内での地形変化を引き起こす降雨

現象の規模，氾濫が引き起こす自然への影

響について調査・解析を引き続きおこなっ

た． 

 あわせて，デジタル地形データを用いた

梓川へ流入する支流の地形特性，土砂流出

特性の解明と災害危険度との対応関係に

ついて調査をおこなった．継続観察を行っ

ている明神−徳沢間の梓川河床において簡

易測量を行い，微地形と植生の分布を

1:1,000 縮尺で地図化した．2006年と 2007

年を比較すると，自然の地形としては大き

な違いは見られない．この間に集中的な降

雨が見られなかったことなどが原因と考

えられる．一方で，広範囲に重機での攪乱

の跡が見られ，河床の微地形や侵入したば

かりの植生が破壊された．氾濫原において

先駆樹種の定着年代を年輪解析から求め

た．その結果，およそ 100年前の河道の大

規模移動後，15〜20年程度は河道跡に土砂

が流入し続けたが，その後は氾濫原内にあ

る小さな溝を通って土砂が流入し，溝周辺



 

 

に氾濫したことが明らかになった． 

 その結果，10 年～20年間隔で大規模

な氾濫が生じて氾濫原の地形，植物に影

響をおよぼすこと，河道内の地形変化を

引き起こすのは上高地において６月～7

月下旬に日雨量 120 mmを超える降雨で

あること，氾濫原への土砂と水の流入が

さまざまな空間スケールの氾濫原の地

形，植物多様性をつくり出していること

が確実になった． 

 ② 河畔林の変遷：上高地梓川の河畔林

の変遷を長期観察するため，1994年に徳

沢—明神間の左岸河畔林に，幅20 ｍ（亜

高木層と低木層は幅10 ｍ）長さ約420 ｍ

のベルトトランゼクトを設置した．1994

年にベルトトランゼクト内に生育するす

べての木本個体の樹高，胸高直径を測定

し，位置を記録した．2007年に同様の調

査を行い，13年間の変化を解析したとこ

ろ，1994年には亜高木であったハルニレ

が高木層にまで成長し，ケショウヤナギ

ードロノキ林がハルニレ林に遷移してい

る場所が広い範囲で認められた．洪水に

よって攪乱された林床で密度の高かった

ヤチダモの低木は，個体数を減少させて

いたものの，生残していた多くの個体の

成長は良好で，今後上層まで成長してヤ

チダモ優占群落を形成する可能性がある

ことが示唆された．以上のように，上高

地梓川の河畔林の遷移を，実際の林分に

おける追跡調査によって実証的に確かめ

ることができた． 

 ③ 下宮川谷沖積錐の植生変動：下宮川

谷沖積錐は 1998 年に発生した土石流に

よって広い地域が新たな堆積物に覆わ

れた．その土石流の沖積錐上に新たに侵

入した稚樹の 11年間の成長を追跡した

結果，林床の相対照度の高低によって侵

入した樹種に大きな違いがあり，最も明

るい場所ではサワグルミの稚樹が優占

し，約３ｍまで成長した．林冠が開かな

かった場所では多様な稚樹が侵入した

が，その多くは枯死と再侵入を繰り返し

ていた．林冠ギャップの多くはウラジロ

モミの枯死によって形成されたもので

あり，広葉樹で枯死した個体はほとんど

なかった．破壊作用の比較的弱い土石流

が発生した場所では，ウラジロモミから

サワグルミ などの広葉樹へ遷移してい

くと考えられた．しかし，土石流の破壊

作用がさらに強かった場合には多くの

樹種が倒伏することも想定され，その時

の林床植生の回復過程は，陽樹的な性格

の強い樹種（タニガワハンノキなど）や，

多様な立地に対応した多様な樹種の侵入

の可能性も高く，今回調査した場所とは異

なることが予想された． 

(2) 土木工事の影響：３年間の調査期間

の間にも少なくない地点で河川や歩道な

どの工事がおこなわれた．そのほかに山小

屋の改築・増築工事もおこなわれた．さら

に徳沢仮設橋の取り付け道路と土砂堤防

の再構築もおこなわれた．これらの工事の

ための取り付け道路や，重機の移動は，河

原の生態系を大きく損なっている． 

(3) 保全すべき対象，保全の方法，保全

域・防災域などのゾーニング（線引き） 

 ① ゾーニングのための基礎調：上高地の

河童橋から横尾までの歩道沿いの地形・地

質露頭・河川・池沼・植生・人工物などの

マッピングをおこない，その自然度の評価

をおこなった．さらに，明神橋を取り囲む

３地点で通行量（歩行者数）調査と利用者

のタイプを調べた．詳しい利用状況を調べ

るために，上高地駐車場・ビジターセンタ

ー周辺で利用者約300名から，利用実績の

聴き取り調査をおこなった．その結果，利

用者の動態が明らかになり，ゾーニングの

ための基礎資料がえられた． 

 上高地の利用に関するゾーニングは，大

正池〜河童橋の都市公園型自然観察路の

ゾーン，河童橋〜明神橋間のハイカーにた

めの林間遊歩道のゾーン，明神から上流の

天然自然保存・観察ゾーンに区分されるべ

きであるという結論が得られた． 

 ② 上高地の利用の問題点の解決案：上高

地の利用の問題点として，短い滞在時間と

一部地域への観光客の利用の集中と混雑，

バスの集中と混雑，環境教育施設の利用率

の低さが島津によって 1997 年に調査され

報告されている．これら 1997 年の調査に

よって提起された問題が，12 年後の 2009

年になってどのように変化したかを次に

述べる． 

 滞在時間と観光客の利用の集中に関し

ては依然として改善されていない．観光客

が通るルートの傾向に変化はなく，河童

橋・バスターミナル中心の利用が依然とし

て続いている．河童橋は常に多くの観光客

で混み合っており，橋の上では落ち着いて

景色を見ることは出来ない状態である．滞

在時間についても，散策に費やされる時間

はあまり変わっておらず，観光客の行動そ

のものに変化は生じていない．調査から，

上高地滞在時間が長いほど広範囲を散策

する傾向があり，利用の分散を図るために



 

 

は観光客の滞在時間を伸ばすための仕

掛け作りが必要であろう．しかしながら，

散策が広範囲に及ぶということは，利用

のインパクトを受ける地域が拡大する

ことを意味しており，慎重な対策を求め

られる． 

 ③ バスの集中と混雑に関しては，大き

く改善されていると言って良い．以前は

クレームになっていたバスターミナル

での待ち時間は大幅に短縮されている．

また，バスの渋滞も解消されており，排

ガスによる沿線の植生への悪影響もだ

いぶ少なくなっているものと思われる．

バスの集中と混雑は，シャトルバスのス

ムーズな運行によって大幅に改善され

た．シャトルバスの運行をスムーズにし

た要因は，安房トンネルの開通および釜

トンネルの改修と観光バス規制による．

観光バス規制のような取り組みは，今後

とも維持すべきである． 

 ④ 環境教育施設の利用率は，以前に比

べて減少している．今後の広報を促進す

る等の対策が必要である．自然公園法に

「国民の教化に資することを目的とし

ている」とあるように，自然公園は環境

教育の場である．地球環境の議論・関心

が高まる現代において，環境教育の場と

いう側面を持つ自然公園は非常に重要

な場所である．環境教育の場として，環

境教育施設の利用を促進し有効活用で

きるようにすべきである． 
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